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環境科学技術研究所の青森県における共創活動と今後の展開について 

 

 
○角田英之（環境科学技術研究所） 

 

 

1.ははじじめめにに  

環境科学技術研究所（環境研）は、核燃料サイクル施設のひとつである再処理工場の稼働を見据

え、異常放出時等の対応に関する調査研究や、社会的に関心の高いトリチウムの生態影響に関する調

査研究などに新たに取組み、これまで以上に放射線に関する正確な情報を地域の方々にわかりやすく

提供し、双方向のコミュニケーションを通して理解醸成を進めてきた。再処理工場の操業を控え、地

域の方々の疑問や関心にこたえるための理解醸成活動などを含む地域との共創活動の現状と今後を考

察する。 
 

2.環環境境科科学学技技術術研研究究所所のの共共創創活活動動  

2.1  環環境境科科学学技技術術研研究究所所のの役役割割 
環境研は、青森県六ヶ所村への核燃料サイクル施設の立地にあたり、青森県からの要請に基づき、

放射性物質の環境動態や人の線量評価、低線量率長期被ばくの生態影響に関する調査研究を行い、放

射線に関する正確な情報を広く発信することを目的として、1990 年に設立された[1]。 
六ヶ所村にある日本原燃（株）の再処理工場の操業を控え、地域の方々の放射線や放射性物質に関

する関心は高まりつつある。環境研は、これまでの 30 年以上の放射性物質及び放射線の環境・生物へ

の影響等の調査研究で得られた客観的なデータや科学的知見を活用し、六ヶ所村をはじめとする青森

県の方々の不安解消のための理解醸成と地域共創をより効果的に進めるため、2021年 12月に「共創セ

ンター」を設置した。 
共創センターでは、調査研究の成果を地域住民、青森県民を中心とした幅広い層に対して丁寧に発

信するとともに、双方向のコミュニケーションにより理解醸成に努めている。ワークショップや学習

会を地元の希望に応じて開催するほか、県内各地で環境放射線に関するセミナーを開催している。ま

た、地域教育機関との連携により人材育成に取り組むとともに、自治体、地域団体との共創活動を続

けている。最近は、他の研究機関との連携やネットワークによる調査研究活動を強化しており、環境

研のみならず国内外の力を結集し、地域の方々の疑問や関心に応えるための活動を進めている。 
 

 
 

図表 1. 環境研における調査研究成果を基にした共創活動 
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2.2  ここれれままででのの共共創創活活動動 

環境研は、具体的には、青森県の大型再処理施設放射能影響調査事業基本計画に基づき、排出放射

性物質の周辺地域への影響を明らかにするため、環境における放射性物質の移行挙動を解明し、人体

及び環境生態系への被ばく線量を求めるとともに、低線量率放射線の長期被ばくが人体に与える影響

を解明するための調査と、関連する基礎的な実態調査を継続的に行っている[2]。 
共創センターは、調査研究で得られた客観的データや科学的知見を一般にわかりやすく説明すると

ともに、双方向のコミュニケーションによってエネルギー・環境・放射線等に関する理解を醸成する

ための活動を実施してきた。これまでの活動は以下のとおりである。 

（（１１））理理解解醸醸成成活活動動  

周辺住民の疑問や不安に向き合う対話活動として、地域の行政や団体と連携し、放射線や地域

の環境に関するセミナーやワークショップを開催・共催。また、村内の行政・研究機関と連携し

て研究所の一般公開や県内大学祭などのイベント参加を通じ、多様な方々への情報提供に繋げて

いる。 

（（２２））調調査査研研究究ニニーーズズのの把把握握  

理解醸成活動の中で実施したアンケートの集計・分析、六ヶ所村の様々な職域の代表者から構

成する地域共創委員会などから、地元が必要としている情報や調査研究ニーズについて把握して

いる。令和6年度に地域共創委員会の発案・協力により作成した一般向けのパンフレット「食べ物

と放射線」[[33]]は、地域共創委員が日常食の放射性物質量の調査に協力したことがきっかけとなっ

た。 

（（３３））研研究究成成果果のの整整理理・・可可視視化化  

再処理工場の操業でどの程度の放射線影響があるのか、といった一般の方々の疑問に応えるた

め、再処理工場から排出された放射性物質の移行やそれによる被ばく線量をコンピュータシミュ

レーションにより計算する「総合的環境移行・線量評価モデル」を整備し、一般向けに情報を発

信している。また、生物影響研究で得られたマウス病理サンプルおよびそのデータのデジタル

化・可視化の準備を進め、外部の研究機関とのデータ公開・共有に取り組んでいる。 

 

 
 

図表 2. 共創センターの活動内容 
 

 
これらの事業の成果は、青森県の大型再処理施設放射能影響調査交付金事業企画評価委員会におい

て高く評価されている[[44]]。図表３に共創センターが実施する理解醸成事業ほか環境研の調査事業の変

遷と評価の結果の推移を示す。 
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図表 3. 調査事業と事業評価結果の推移 
 
2.3  今今後後のの共共創創活活動動のの方方向向性性 
日本原燃の再処理工場が 2026 年度に竣工を迎え、2027 年度からは稼働を開始する予定[[55]]であるこ

とから、それに伴い、地域住民の放射線に関する関心が高まると想定される。これに対し、環境研と

しては、継続的な調査研究の実施と、排出される放射性物質のモニタリング・公表、また、調査結果

である科学的知見をわかりやすく地域住民に発信していくことが、一層求められる。 
このため、引き続き、周辺住民の方々に、双方向のコミュニケーションを通じて、調査研究で得ら

れた知見・情報をわかりやすく提供していくとともに、地元の方々に対して研究者の顔が見える研究

所として信頼関係を深め、理解の醸成を進めていく。 

また、六ヶ所再処理工場の本格稼働に伴う一般の方々からの関心に対応するため、放射性物質・放

射線に関する Q&A 集などの整備を進めるとともに、SNS などのインターネットを活用した一般の方々と

のコミュニケーション活動の充実を図る。 

さらに、アカデミア等との連携を強化し、調査事業で整備した施設・設備の共用・供用、および関

連人材の受け入れを進めることにより、事業成果の最大化と理解醸成活動の基盤強化を図るととも

に、原子力技術などの関連分野の人材育成に貢献することを目指す。 

 

 
 

図表 4. 青森県内外のアカデミア等との連携 
 
3.ままととめめ  

環境研では 1990 年の設立以来、青森県六ヶ所村に根ざし、地元の必要性や要望に応える調査研究や

理解醸成活動を継続することで、地元の信頼を得ながら、放射線環境安全に関する調査研究とその成

果の発信を続けてきた。 

今後は、これまでの調査研究を継続するとともに、情報発信を更に強化し、研究者の顔が見える研

究所として信頼関係の構築を進める。また、一般の方々とのコミュニケーションの手段として、イン
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ターネットの活用を強化するとともに、情報発信コンテンツの充実を図る。さらに、青森県内外の大

学・研究機関との連携と情報発信を強化し、信頼性の高い情報発信を目指すとともに、人材育成にも

貢献していきたい。 
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